
道路土工計算書

掘削工

舗装工より
掘削 ＝ ＝ 30.62 ㎥ 30.6

下記数量表より
＝ ＝ 0.53 ㎥ 0.5

＝ 31.15 ㎥ 31.2

床掘り 下記数量表より
＝ ＝ 5.05 ㎥ 5.1

埋戻し 下記数量表より
＝ ＝ 3.54 ㎥ 3.5

残土処理工

土砂等運搬 ＝ ( ） － ÷ ＝ 32.27 ㎥ 32.3

0.10V1 306.17 ×

V 31.15 ＋ 5.05 3.54 0.90

V2 0.056 × 9.50

Σ

V 0.373 × 9.50

V 0.532 × 9.50

600

G300A

横断側溝

埋戻し（流用土）

(試掘工にて計上)

床掘・埋戻し

路盤工：粒度調整砕石 M-30 t=100

As舗装工　表層工：再生密粒度 As13 t=40

既設側溝

数量表

名　称

床　掘

埋戻し

掘削(路盤) 0.056

数　量

0.532

0.373



排水構造物工計算書

側溝工

U型側溝 平面図より
(G300A) L= ＝ 9.50 ｍ 9.5

三重県認定
リサイクル製品

9.50



(10m当り）

横断側溝 Ｎ= = 10.00 基 10.00
（G300A）

敷モルタル Ｖ= = 0.10 ㎥ 0.10
（１：３）

基礎コンクリート Ｖ= = 0.58 ㎥ 0.58

同上型枠 Ａ= = 2.00 ㎡ 2.00

基礎砕石 Ａ= = 6.80 ㎡ 6.80
（t=100 RC-40）

基面整正 Ａ= = 6.80 ㎡ 6.800.68 × 10.0

0.58 × 0.10 × 10.0

0.48 × 0.02 × 10.0

数　　量

10.00 ÷ 1.00

単位

横 断 側 溝 G 300A

名　　称 計 算

0.10 × 10.00 × 2.0

0.68 × 10.0

基礎材(RC-40)

基礎コンクリート
(18-8-25BB)

敷モルタル(1:3)

（T-25、ボルト固定）
グレーチング蓋
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三重県認定リサイクル製品

横断側溝（G300A）



舗装工計算書

アスファルト舗装工

舗装数量計算書より
路盤工 ＝ ＝ 281.00 281.0
t=100
(M-30) ＝ （ × ） ＝ 19.47 19.5

= × ＝ 5.70 5.7

＝ 306.17 ㎡ 306.2

路盤工より
表層工 ＝ ＝ 306.17 ㎡ 306.2
t=40
(As13)

281.00A1

Σ

A 306.17

A2 6.60 5.90 ／ 2
※NO.3～No.3+3.0

A2 0.60 9.50
※余掘り幅部分



幅 員 平 均 面 積 断 面 積 平 均 土 量 断 面 積 平 均 土 量

（ｍ） （ｍ） （ｍ
2
） （ｍ

2
） （ｍ

2
） （ｍ

3
） （ｍ

2
） （ｍ

2
） （ｍ

3
）

NO.0 0.00 4.20

NO.1 20.00 4.20 4.20 84.00

NO.2 20.00 4.80 4.50 90.00

NO.3 20.00 5.90 5.35 107.00

合計 60.00 281.00

舗 装 数 量 計 算 書

測 点 名 測 点
距 離
（ｍ）

路 盤 工



構造物撤去工計算書

構造物取壊し工

舗装版切断 ＝ ＝ 14.90 ｍ 14.9

アスファルト舗装工より
舗装版破砕 ＝ ＝ 306.17 ㎡ 306.2

コンクリート 側溝
構造物取壊し 断面図より

＝ 1.11 ㎥ 1.1

側溝蓋
断面図より

＝ 0.38 ㎥ 0.4

＝ 1.49 ㎡ 1.5

運搬処理工

殻運搬 構造物取壊しより
（アスファルト） V= ＝ 12.25 ｍ3 12.3

殻運搬 構造物取壊しより（側溝）
（無筋コンクリート） V= ＝ 1.11 ｍ3 1.1

殻運搬 構造物取壊しより（側溝蓋）
（鉄筋コンクリート） V= ＝ 0.38 ｍ3 0.4

殻処分 殻運搬より
（アスファルト） V= ＝ 12.25 ｍ3 12.3

殻処分 殻運搬より
（無筋コンクリート） V= ＝ 1.11 ｍ3 1.1

殻処分 殻運搬より
（鉄筋コンクリート） V= ＝ 0.38 ｍ3 0.4

L 4.20 ＋ 9.50 ＋ 0.60
※NO.0横断：4.2ｍ　横断側溝部分：9.5ｍ

＋ 0.60

A 306.17

306.17 ×

1.11

Σ

0.117
0.059

0.04

Co取壊し(側溝)
Co取壊し(側溝蓋)

6.5

＝V1 0.117 × 9.5

V2 ＝ 0.059 ×

12.25

1.11

0.38

0.38
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A1= = 4.20 ㎡

A2= = 2.40 ㎡

A3= = 0.72 ㎡

A4= = -0.52 ㎡

計 = 6.80 ㎡

V1= = 20.40 ㎥ 20.40

※路盤控除分

試 掘 工
【 参 考 図 】

名　　称 計 算 数　　量

2.0 × 2.1

単位

÷ 2

× 3.0

5.2 × 0.1

2.0 × 1.2

1.2 × 1.2
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路盤工：粒度調整砕石 M-30 t=100
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水圧サポーター　2,600mm～3,100mm

アルミ腹起　L=2,000

軽量鋼矢板　1型



材場日数の算定

　　仮設材の供用日数は、以下の日数を計上する。

工　　種 名　　称 規　　格 施工数量 単位
日当り
施工量

日数

試掘工 床掘り 20.4 m3

埋戻し 18.8 m3

計

材場日数＝  　日 ＝ 日

備　　考



試掘工計算書

試掘工

試掘工(参考図)より
床掘り V= ＝ 20.40 ㎥ 20.4

床掘りより
埋戻し V= －（ × × ）＝ 18.84 ㎥ 18.8

掘削・埋戻しより
購入土 ＝ ＝ -0.53 ㎥ 0.5

土留工 N= ＝ 1.00 式 1.0

仮設材積込み取り卸し(往復)
運搬費 N= ＝ 1.00 式 1.0

仮設材等運搬(往復)
N= ＝ 1.00 式 1.0

0.10

V 20.40 － 18.84 ÷ 0.90

5.20

1.00

1.00

20.40

1.00

3.0020.40


